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（公社）全日本ゴルフ練習場連盟（JGRA）では、新型コロナ感染症拡大「第２波、第３波」に備え、

JGRA「ガイドライン実施宣言ポスター」を、内閣官房コロナ対策室、経済産業省のご協力をいただ

き発行することになりました。 

コロナ感染症が再拡大の現状、お客様に安心して来場してもらうためには、各練習場様でコロナ感

染症対策の再確認と、ガイドライン実施宣言ポスター等の掲示による安全推進（アピール）活動が

大変重要なポイントになると思われます。 

ぜひ、全国のゴルフ練習場様に JGRA「ガイドライン実施宣言ポスター」を掲示していただき、練習

場安全アピールをお願いしたく、ご案内申し上げます。 

また、新型コロナウイルス接触アプリ「COCOA」のダウンロード促進にもご協力下さいますよう、よろし

くお願いいたします。  

記 

 １．JGRAガイドライン実施宣言ポスター     ２．宣言ポスター発行の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（公社）全日本ゴルフ練習場連盟  

新型コロナウイルス感染症拡大防止 

「ガイドライン実施宣言ポスター」 

発行のご案内 

 

➀宣言ポスター発行案内 （５枚） 

➁JGRAガイドラインチェックリスト （２枚）を 

必ずチェックしてください。 

➂ガイドラインを遵守しているかご確認ください。 

➃遵守している施設様は別紙実施宣言書に 

記入し JGRA事務局宛にFAXをお願いします。 

⑤JGRA事務局、又は各ブロック事務局より 

安全宣言ポスターのデータ（A3）をメール送信 

します。 

⑥各練習場様で印刷し、練習場名を記入後 

フロント前、場内に掲示ください。 

➆実施宣言ポスターを掲示されてます施設名様

を JGRAのホームページに掲載する予定です。 

⑧JGRA会員様のみの発行になります。 

〇お問い合わせ   公益社団法人 全日本ゴルフ練習場連盟  事務局 

TEL   ０３－５７７２－３８２１  FAX  ０３－５７７２－３８２２ 

〇お問い合わせ   関東ゴルフ練習場連盟   事務局 

TEL   ０３－５７７２－３８２５  FAX  ０３－５７７２－３８２６ 
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新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン 

屋外・屋内ゴルフ練習場における 

適合施設チェックリスト 
 

１．３つの密（密閉・密集・密接）を避けて行動 

 □出入り口のドアや窓を可能な限り開放し、良好な風通しの確保に努めている。 

□混雑時、クラブハウス内での打席待を制限している。 

□一度に休憩する人数を減らし対面で会話をしないようにしている。会話時にはマスクを着用している。 

□人と人との距離をできるだけ２ｍを目安に（最低１ｍ）確保するように努めている。 

 □従業員の休憩室等は出来る限り換気を行い、対面での食事、会話をしないようにしている。 

□喫煙所は灰皿の距離を離して密集しないようにしている。 

 

２．飛沫・接触感染の対策 （手洗いの徹底とマスクの着用・ソーシャルディスタンス） 

□利用者・従業員にクラブハウス内ではマスク着用、手洗いの徹底を周知している。 

□入場口に手指消毒剤の配置と消毒の徹底を周知し、手洗い場にポンプ式石鹸を置いている。 

□ハンドドライヤー、共通のタオルは禁止し、ペーパータオルか個人用にタオルを準備している。  

□フロントでの飛沫感染を防止するため、アクリル板、ビニールシート等を設置している。 

□長時間（１5 分以上／濃厚接触の基準）の対面接客は行わないようにしている。 

□ユニフォームや衣服はこまめに洗濯するなど、衛生管理を徹底している。 

□打席でのお客様とスタッフの会話は、打席内では行わずできるだけ２ｍを目安に（最低１ｍ）距離

を取るようにしている。 

 

３．施設の清掃・消毒 

□お客様が手に触れるであろう設備・備品を確認し、清掃スタッフに消毒と清掃の徹底、ゴミの 

  廃棄に注意している。 

□トイレ内において不特定多数が接触する場所は、清拭消毒を行っている。室内のこまめな換気に努めている。 

□場内椅子・机・更衣室・手洗い場の清掃・除菌の通常以上の徹底をしている。 

□巡回清掃の実施及び実施済管理簿の設置、記入をしている。 

□共有する物品（テーブル、いす等）は、定期的に消毒している。 

 □鼻水、唾液などが付いたごみは、ビニール袋に入れて密閉して縛り捨てている。 

 □ゴミを回収するスタッフは、マスクや手袋を着用している。 

 □マスクや手袋を脱いだ後は、必ず石鹸と流水で手を洗うようにしている。  

 

４．スタッフの健康管理・処遇  

 □スタッフがもっとも危機感を感じながら業務にあたっているので、スタッフ 1 人 1 人 

  の体調管理を心がけている。 

 □スタッフ全員の就業前の体温チェックを行っている。 

 □所管の保健所の確認、連絡体制が整っている。 
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５．感染者が発生した場合の対処 

□感染拡大の恐れがあるために速やかに休業を行い、保健所と対応に当たる。 

□即時に保健所へ報告する。（求められる情報の速やかな開示） 

 □保健所の指示に従った上で早い段階で休場（閉鎖）を決定し、関係者へ周知徹底する。 

 

６．来場時利用者への対策と注意喚起 

□施設利用者に対して発熱や咳等に異常が認められた場合や、体調が思わしくない時の来場自粛を HP やポ

スター掲示で会員へ呼びかけ、利用をお断りさせていただく旨を事前に周知している。 

 □感染防止のための入場者が打席、フロントで密にならないように掲示等で対応している。 

 

７．ゴルフスクールの運営チェック 

□スクール生への指導を行う場合、一定の距離（できるだけ２ｍを目安に（最低１ｍ）を保ち、インス

トラクターはマスク又はフェイスシールド、マウスシールドを着用し毎日健康チェックを行いなが

ら運営を行っている。 

□大声でのレッスンを控え、スクール生同士が密にならないようにしている。 

□レッスン終了後、使用打席、練習器具、貸クラブを定期的に消毒している。 

□ボディータッチの禁止。 

□検温の実施。 

□クラブの貸し借りの禁止。 

 

８．屋内ゴルフ練習場のチェック 

 □感染予防するための工夫（密接、密集、密閉、衛生対策、その他）を行いながら運営を行ってい

る。 

□窓開けを基本に頻繁な換気を行うようにしている。（扇風機、空気清浄機等も利用する） 

□同じ空間に多人数が入らない様にし、最小限の滞在時間になるように運営している。 

□その他フロントでの飛沫感染防止策、マスク着用、トイレ等の衛生対策、消毒等は屋外練習場と 

同様に行っている。 

□ゴルフスクール運営については上記７と同様に行っている。 

 

 

 

□上記以外に、公益社団法人 全日本ゴルフ練習場連盟の ガイドライン 第 4 版を 

参照しながら取り組みを実践している。 

  

 

  ※チェックを行い未実施の対策がある場合は、追加で実施をお願い致します。 

 

以上 
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当 ゴルフ練習場は、コロナウイルス感染症対策 

として、（公社）全日本ゴルフ練習場連盟が作成 

した新型コロナ感染症対策ガイドラインを遵守し 

ています。 

ガイドライン適合施設チェックリストも確認しました 

ので、実施宣言書を依頼します。 

 

２０２０ 年    月     日 

 

〇ゴルフ練習場名                                

〇代表者又は支配人名                                  

〇都道府県名                                 

〇連絡先（電話）                                    

〇データ送信先メールアドレス                                         

※この用紙を全日本ゴルフ練習場連盟宛に FAXお願いします。 

     FAX  ０３－５７７２－３８２２ 

 

   新型コロナウイルス感染症の拡大防止 

  ガイドライン 実施宣言書 

  ＜宣言ポスターデータ送付依頼書＞ 
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〇ポスター内の施設名記入は各自練習場様でお願いします。（切り貼り等で作成ください） 

〇新型コロナウイルス接触アプリ「COCOA」のダウンロード促進にもご協力をお願いします。 

 


